
平成20年1月21～25日の5日間、タイ王国のVeterinary

Biologics Assay Division（VBAD）において開催された

OIE Regional Workshop on Harmonization of

Veterinary Vaccinesに講師として参加したので、その

概要を報告する。

1．本会議の目的

ワークショップの目的は、ASEAN加盟国内で使用さ

れているワクチンのうち、OIE Manual及びASEAN

standardにおいて未収載のワクチン及びASEAN基準の

改正が必要なワクチンについて、基準案の検討を行い、

最終的に基準案を採択することである。本ワークショ

ップで採択された基準案 は、ASEAN Sectoral Working

Group on Livestock（ASWGL）に提案され、採択され

れば、ASEAN standard として運用されることとなる。

本ワークショップのトピックとして選ばれたワクチ

ンは、「Swollen Head Syndrome Vaccine」、「Porcine

Parvovirus Vaccine」、「Porcine Mycoplasma Vaccine,

Avian E. coli Vaccine」、「Porcine Actinobacilus

Pleuroneumoniae Vaccine」の5種類であった。

2．会議の概要

ASEAN9カ国（ブルネイ・ダルッサラーム国のみ不

参加）から2名ずつ参加し、1名は動物の生物学的製剤

を所管する行政官1名、もう1名は動物用医薬品の検

査・検定業務の経験者という構成であった。講師とし

てはOIE本部より、OIE Manualの説明者、オーストラ

リアから動物ワクチン全般に関するコンサルタント１

名、インドネシアの大学より、Avian E. coliワクチン

に関する講師1名と日本の農林水産省動物医薬品検査所

からの1名であった。

5日間にわたる本ワークショップは、以下に示す6つ

のセッションで構成された。

（1）OPENING SESSION

主催国タイ政府畜産副局長 Thanit Anekwit氏、

VBDAの所長Jarunee Satra氏及びOIEアジア太平洋地域

事務所代表藤田陽偉氏による開会の挨拶があった。

（2）LECTURE SESSION

1）OIE本部Francois Diaz氏による「OIE基準及び基

準作成のプロセス」についての講演

2）獣医コンサルタント Stephen Page氏による「家

畜のワクチンにおける最適な製造及び適正使用」

についての講演

3）著者による「日本の動物用生物学的の法規制－製

剤基準・検定基準について－」の講演

4）VBDAの所長Jarunee Satra氏による本ワークショ

ップで取り上げたワクチンの生物学的製剤基準が

必要な背景についての講演

（3）COUNTRY REPORT SESSION

参加９カ国が各国の家畜衛生に関する情報及び動物

用生物学的製剤に関する法規制及び検定制度等につい
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